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町の人口（平成２１年４月末現在）
人　口　5,585人（男2,718人・女2,867人）
世帯数　2,376世帯
平成２１年３．４月異動分
（出生6人 死亡10人 転入117人 転出211人）

　 五月連休の定番となった茶花銀
座通り祭りが今年も開催され、町民
や観光客など大勢の人々で賑わい
ました。祭りには、出店や中高生吹
奏楽部の演奏、バンド演奏の外、金
魚すくいなど楽しいイベントがあり、
その中でも小学生の綱引き大会は
見応えのある大会でした。家族づれ
や友達であふれ、銀座通りに明るい
笑い声が響きました。

主な内容主な内容



　
平
成
二
十
一
年
三
月
二

四

日

、
三

小

学

校

（
茶

花
・
与
論
・
那
間

）
体
育

館
で
卒
業
式
が
厳
か
に
行

わ
れ
ま
し
た

。
一
人
一
人

に
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ

、
六
年
間

の
思
い
出
の
詰
ま

っ
た
卒

業
証
書
を
し

っ
か
り
と
握

り
し
め
て
い
ま
し
た

。
式

典
で
は

、
校
長
先
生
の
式

辞
の
外

、
町
長
な
ど
か
ら

お
祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉

が
あ
り

、
在
校
生
を
代
表

し
て
児
童
会
長
か
ら
送
辞

が
あ

っ
た
の
に
対
し

、
卒

業
生
代
表
か
ら
答
辞
が
あ

り
ま
し
た

。
答
辞
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
と
き

、
中
に

は

、
感
極
ま
り
涙
ぐ
む
児

童
も
い
て

、
別
れ
の
切
な

さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
し

た

。
卒
業
し
て
殆
ど
の
児

童
が
与
論
中
学
校
に
進
学

す
る
と
は
い
え

、
一
緒
に

学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
し
た

 
　
　
　
　
　
卒
業
式
・
入
学
式

　情報をお寄せください
ま

ち
の

話
題

 
春
は
別
れ
と
出
会
の
季
節

ＹＯＲＯＮ　２

後
輩
の
皆
さ
ん
や
先
生
方

と
の
別
れ
は

、
ほ
ん
と
う

に

寂

し

い

も

の

で

し

ょ

う

。
　
そ
れ
を
乗
り
越
え

て

、
新
し
い
次
の
ス
テ

ッ

プ
で
あ
る
中
学
校
で
も
た

く
ま
し
く
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
そ
し
て
友
情
を
大
切
に

し
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す

。

　
今
年
の
各
小
学
校
の
卒

業
生
は

、
茶
花
小
学
校
三

十
三
名
・
与
論
小
学
校
二

十
二
名
・
那
間
小
学
校
十

二

名

計

六

十

七

名

で

し

た

。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の

更
な
る
活
躍
を
願

っ
て
い

ま
す

。

　
平
成
二
十
一
年
四
月
七

日

、
県
立
与
論
高
等
学
校

平
成
二
十
一
年
度
入
学
式

が
高
校
体
育
館
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た

。
早
い
も
の
で

与
論
高
校
が
で
き
て
四
十

年
が
過
ぎ

、
高
校
存
続
の

危
機
が
問
わ
れ
て
い
る
昨

今

、
地
元
で
高
校
入
学
で

き
る
喜
び
を
と
も
に
感
謝

し
た
い
と
こ
ろ
で
す

。

　
今
年
度
の
入
学
生
は
六

十
三
名
で
し
た

。
最
近
の

与
論
高
校
は

、
進
学
や
部

活
等
で
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し

て
参
り
ま
し
た

。
後
輩
の

皆
さ
ん
も
先
輩
方
に
続
け

と

期

待

す

る

と

こ

ろ

で

す

。



　
平
成
二
十
一
年
二
月
二

十
七
日

）
広
島
呉
海
上
自

衛
隊
所
属
護
衛
艦

「
ひ
え

い

」
五
千
ト
ン
が
茶
花
沖

に
停
泊
し

、
船
長
ら
が
役

場
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し

た

。
外
に
も
奄
美
や
沖
縄

の
離
島
に
数
隻
寄
島
し
て

お
り

、
合
同
演
習
や
広
報

活
動
を
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た

。
翌
日
は

、
与

論
町
自
衛
隊
父
兄
会
や
役

場
か
ら
十
名
艦
へ
招
待
が

あ
り

、
艦
内
の
装
備
や
活

動
内
容
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た

。
ま
た

、

停
泊
中

、
二
百
五
十
名
余

の
隊
員
が
与
論
島
に
宿
泊

し
島
が
賑
わ
い
ま
し
た

。

豪
華
客
船
が

 
や
っ
て
き
た
!

ふ
じ
丸
与
論
島
寄
港

　情報をお寄せください
ち

の

話
題

　
　
　
　

海
洋
冒
険
家
　
中
里
尚
雄
　
氏

　
平
成
二
十
一
年
三
月
十

日
与
論
港
へ
豪
華
ク
ル
ー

ズ
客
船

「
ふ
じ
丸

」
が
入

港
し

、
沢
山
の
観
光
客
が

島
内
観
光
を
し
ま
し
た

。

歓

迎

レ

セ

プ

シ

ョ
ン

で

は

、
ミ
ス
ヨ
ロ
ン
か
ら
船

長
へ
花
束
贈
呈
さ
れ

、
ま

た
の
御
来
島
を
願

っ
て
い

ま
し
た

。
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ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
で
黒
潮
海
洋
縦
断

　
平
成
二
十
一
年
四
月
八

日
海
洋
冒
険
家
の
中
里
尚

雄

氏

が

ウ
ィ

ン

ド

サ
ー

フ
ィ

ン
で
茶
花
海
岸
に
降

り
立
ち
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、

桜
島
の
国
民

宿
舎
前
を
三
月
十
三
日
に

出
発
し
、

佐
多
岬
・
硫
黄

島

･

口

永

良

部

・

口

之

島
・
中
之
島
・
諏
訪
之
瀬

島
・
石
島
・
小
宝
島
・
宝

島
・
奄
美
・
徳
之
島
・
沖

永
良
部
・
与
論
を
経
由
し

て
沖
縄
辺
戸
岬
ま
で
六
百

五
十
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を

ウ
ィ

ン
ド
サ
ー

フ
ィ

ン
で

縦
断
す
る
も
の
で
、

最
後

に
立
ち
寄
っ

た
島
が
与
論

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、

小
学
校
で
の
講
演
な
ど
も

行
っ

て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

当
日
は
、

与

論

島

ウ
ィ

ン

ド

サ
ー

フ
ィ

ン
協
会
長
の
港
信
介

氏
が
茶
花
沖
か
ら
茶
花
海

岸
ま
で
伴
走
し
、

歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ

ン
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま

護
衛
艦
「
ひ
え
い
」

　
　
　
　
寄
島
！

　
呉
海
上
自
衛
隊

　
毎
年
四
月
に
な
る
と

、

役
場
前
の
玄
関
先
が
テ

ッ

ポ
ウ
ユ
リ
で
華
や
か
に
飾

ら
れ
る

。
こ
れ
は

、
今
年

役
場
を
退
職
さ
れ
た
朝
戸

の
杉
田
慍
孝
氏
が

、
四
年

前
か
ら
始
め
ら
れ
た
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動
で

、
丹
誠

込
め
て
育
て
ら
れ
た
白
と

ピ
ン
ク
の
ユ
リ
は

、
訪
れ

る
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
ま
す

。
ま
た

、
今

年
退
職
さ
れ
た
山
下
澄
子

氏
か
ら
も

、
多
額
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た

。
お
二

人
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す

。

　
役
場
玄
関
が

　
　
華
や
か
に
！



　
平
成
二
十
一
年
五
月
二

十
七
日
午
後
一
時
過
ぎ
か

ら
与
論
コ
ー

ス
ス
タ
ル
リ

ゾ
ー

ト
に
お
い
て

、
茶
花

集
落
出
身
の
中
学
三
年
生

十
七
名
が
与
論
中
学
校
地

域
貢
献
授
業
の
一
環
と
し

て
役
場
環
境
課
・
茶
花
自

治
公
民
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
尊
々
我
無

」
の
協
力
を

得
て

、
植
栽
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

　
当
日
は

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
尊
々
我
無

」
代
表
川
上

　
　
　
　
　
　
与
中
三
年
生
が
植
栽

　情報をお寄せください
ま

ち
の

話
題

　
　
思
い
出
は
よ
み
が
え
る
！
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政
雄
氏
か
ら
植
栽
作
業
の

手
順
等
の
説
明
を
受
け
た

後

、
役
場
環
境
課
の
職
員

ら
に
よ
り
植
栽
ポ
イ
ン
ト

に
ロ
ー

プ
を
一
直
線
に
張

り

、
そ
こ
に

、
均
等
に
な

る
よ
う
ス
コ

ッ
プ
等
で
穴

掘
り
作
業
や
植
栽
の
指
導

が
あ
り

、
生
徒
た
ち
が
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
一
生
懸

命
作
業
を
し
て
い
ま
し

た

。
今
回
植
え
ら
れ
た
木

は

、
与
論
の
海
岸
に
適
し

た
ア
ダ
ン
・
モ
ン
パ
・
モ

ク
マ
オ
ウ
・
竜
舌
蘭
な
ど

で

、
き

っ
と
大
き
く
育

っ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す

。

こ
の
与
論
を
離
れ
再
び

、

帰

っ
た
と
き

、
自
分
た
ち

が
植
え
た
木
を
み
て
思
い

出
が
蘇

っ
て
島
へ
の
愛
着

が
沸
く
こ
と
で
し
ょ
う

。

一
生
懸
命

、
植

栽
指
導
す
る
役

場
環
境
課
福
地

課
長
補
佐

ロープに沿っ
て一直線に植
えましょう！

植栽の作業説明をす
るＮＰＯ法人「尊々我
無」代表川上政雄氏



■　平成20年度　補正予算第6号 単位：千円

事　業　名 金　額 説　　明

緊急地域活性化対策費 18,000 旧診療所改修工事

地域情報通信基盤整備事業
推進交付金事業

219,591
地域情報通信基盤整備事業推進交
付金事業（５号補正）

緊急地域活性化対策費 3,000 茶花漁港北護岸斜路延長工事

緊急地域活性化対策費 4,000 漁船乗か用台車・コンテナ

緊急地域活性化対策費 39,690

農道舗装（叶16号線・古里平瀬嶺
線・古里平瀬嶺1号線・古里角マシ
線・東区出ン赤崎線・東区高尾、瀬
良線・赤崎1号線・古里草畑線）

緊急地域活性化対策費 35,000
海中センター解体工事・倉庫建設工
事

緊急地域活性化対策費 38,900

那間茶花線改良工事・叶辻宮線改
良舗装工事・供利線復旧工事・田仁
線改良舗装工事・町道維持補修工
事

■　平成20年度　補正予算第7号

203,321 ６月議会へ計上中

■　平成2１年度　補正予算第２号

定額給付金事業 97,464 定額給付金事業

子育て支援特別手当 4,661 子育て支援特別手当

地域活性化・経済危機対策
臨時交付金

経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
！

　情報をお寄せください
ま

ち
の

話
題

　
　
　
　
定
額
給
付
金
支
給
開
始

  5  ＹＯＲＯＮ

国の補正予算に関わる町予算の概要

と
な
く
順
調
に
支
給
さ
れ

ま
し
た

。
使
い
道
は
そ
れ

ぞ

れ

違

う

と

思

い

ま

す

が

、
島
の
活
性
化
に
つ
な

げ

て

ほ

し

い

と

こ

ろ

で

す

。

　
平
成
二
十
一
年
四
月
二

十
七
日
役
場
玄
関
ホ
ー

ル

で
定
額
給
付
金
の
支
給
が

開
始
さ
れ
ま
し
た

。
申
請

か
ら
二
週
間
以
上
か
か
り

ま
し
た
が

、
混
雑
す
る
こ



　
平
成
二
十
一
年
４
月
六

日
か
ら
一
五
日
ま
で
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た

。
本
町
で

は

、
六
日

、
役
場
前
で
派

出
所
・
地
区
交
通
安
全
協

会
・
交
通
安
全
母
の
会
・

商
工
会
・
ユ
ン
ヌ
安
心
パ

ト
ロ
ー

ル
隊
・
各
事
業
所

な
ど
が
集
結
し

、
運
動
の

出
発
式
の
後

、
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
布
し
な
が
ら
運
転

者
に
交
通
安
全
の
呼
び
か

　
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
開
催

　情報をお寄せください
ま

ち
の

話
題

　
　
み
ん
な
で
交
通
事
故
防
止
！

ＹＯＲＯＮ　6

　
平

成

二

十

一

年

度

か

ら

、
こ
れ
ま
で
の
沖
永
良

部
与
論
地
区
防
犯
協
会
か

ら
独
立
し

、
与
論
町
防
犯

協

会

が

設

立

さ

れ

ま

し

た

。
こ
れ
に
よ
り

、
与
論

本
町
に
あ

っ
た
防
犯
活
動

を
展
開
し

、
町
民
総
ぐ
る

み
防
犯
意
識
の
向
上
に
努

め

、
一
人
一
人
が
ま
ず
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
と

い
う
基
本
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す

。

け
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
最

近
与
論
町
で
も
交
通
事
故

が
増
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す

。
特
に
交
差
点
で
の
出

会
い
頭
の
事
故
や
高
齢
者

の
転
倒
事
故
な
ど

、
注
意

力
が
低
下
し
た
り

、
漫
然

運
転
が
そ
の
原
因
の
よ
う

で
す

。
特
に
高
齢
者
の
皆

さ
ん
は

、
運
転
前
に
必
ず

体
調
不
良
や
注
意
力
散
漫

で
な
い
か
自
己
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う

。

　
　
自
主
防
犯
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
与
論
町
防
犯
協
会
設
立

　
平
成
二
十
一
年
五
月
三

十

日

ユ

ン

ヌ

安

心

パ

ト

ロ
ー

ル
隊
総
会
が
茶
花
自

治
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た

。
総
会
に
先
立
ち

、

青
パ
ト
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
に
必
要
な
講
習
会
が
あ

り
高
野
派
出
所
長
か
ら
詳

し
い
説
明
が
あ
り

、
そ
の

後

、
派
出
所
員
ら
に
よ
る

暴
力
行
為
か
ら
の
対
処
法

に
つ
い
て

、
実
技
指
導
が

あ
り
ま
し
た

。

振り込め詐欺にご注意

　
平
成
二
十
一
年
三
月
二

十
七
日
防
災
セ
ン
タ
ー

に

お
い
て

、
不
当
要
求
防
止

研
修
会
が

、
役
場
や
農
協

職
員
な
ど
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た

。

「
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
・
行
政
に
対
す
る

不

当

要

求

へ

の

対

処

方

法

」
と
題
し
て

、
鹿
児
島

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ

ン
タ
ー

の
暴
力
追
放
相
談

員
新
穂
征
英
氏
が
他
の
市

町
村
で
の
事
例
を
紹
介
し

な
が
ら
詳
し
く
講
演
さ
れ

ま
し
た

。

不
当
要
求
お
断
り



お し
ら

せ
コーナー
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　ヨロン特産品支援センター使用料

　加　工　室

300円
150円
500円

区分

1時間
30分まで
超過１時間当たり
体験加工 （半日）
冷凍冷蔵庫（1時間）

　加工機器類

　研　修　室

オーブン（１時間）
ｶﾞｽﾃｰﾌﾞﾙ（1時間）

製粉機（１時間）

攪拌機（１時間）

一連式蒸し器 （１時間）
蒸気式回転釜 （１時間）
野菜調理器（１時間）

無料

500円
500円
100円
100円

シーラー（1回）
ゼリーシーラー　（１回）
真空包装機（１回）
乾燥機　（１時間）

使用料

100円
100円
100円

100円
5円

10円
20円

100円

500円

お し
ら

せ
コーナー
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平
成
二
十
一
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
二
期
四
年
間
勤

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
竹

内
充
啓
氏
に
替
わ
り

、
新

し
く
野
本
勝
彦
氏
が
行
政

相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た

。
行
政
相
談
員
と
は

、

「
国
の
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
苦
情
や
意
見
・
要
望

等
が
あ
る
場
合
に

、
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い

」
と
い

っ
た
相
談

を
受
け
て

、
中
立
・
公
正

な
立
場
か
ら
そ
の
処
理
を

国
の
機
関
な
ど
に
相
談
す

る
お
手
伝
い
を
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す

。

　
従
い
ま
し
て

、
行
政
相

談
員
は

、
総
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
ま
し
て

、
地
域

住
民
と
国
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
の
役
目
を
果
た
す

こ
と
に
な
り
ま
す

。

　
野
本
氏
は

、
町
の
様
々

な
役
職
を
兼
務
さ
れ
な
が

ら

、
こ
の
役
目
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

特
に
本
町
消
防
団
長
と
い

う
大
役
を
負
い
な
が
ら
の

承
諾
に
対
し
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

。

　
国
の
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
の
ご
相
談
は

、
例
え

ば

、
道
路

、
登
記

、
税

金

、
年
金

、
郵
便

、
労
働

な
ど
が
主
な
も
の
で
す

。

相
談
に
つ
い
て
の

、
秘
密

等
に
つ
い
て
は

、
守
ら
れ

相
談
は
無
料
で
す

。
年
に

何
回
か
相
談
日
を
設
け
ま

す
の
で

、
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い

。

　
平
成
二
十
年
度
に
完
成

し
た
ヨ
ロ
ン
特
産
品
支
援

セ
ン
タ
ー

が
本
年
度
ス

タ
ー

ト
し
ま
し
た

。
加
工

機
器
類
も
装
備
さ
れ

、
家

庭
で
で
き
な
い
加
工
機
器

等
の
施
設
が
備
わ

っ
て
い

ま
す

。
与
論
の
農
産
物
な

ど
を
加
工
す
る
こ
と
で
商

品
価
値
を
生
み
出
し

、
今

後
の
島
の
特
産
品
と
し
て

売
り
出
し
て
行
け
る
よ

う

、
皆
様
方
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

。
使
用
料

は
下
記
の
と
お
り
で
す

。

　
 

行
政
相
談
員

 
国
行
政
と
町
民
と
の
パ
イ
プ
役

ヨ
ロ
ン
特
産
品
支
援
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

行政相談員　野本勝彦氏




	270_01
	270_02
	270_03
	271_04
	271_05
	271_06
	271_07
	271_08
	271_09
	271_10

